
学校法人聖カタリナ学園理事長　中田 婦美子

「カトリック大学は、キリスト教精神の発露によって、
自らの探究の中に道徳的、精神的、宗教的な次元を含める
ことができ、科学・技術の成果を全人的な立場から評価
する。」（カトリック大学憲章７）
本学はその建学の精神として、「キリスト教的世
界観と教育理念に基づいて、世界の平和と人類の共
通善を促進する人間の育成」を目的としてきた。そ
の教育理念は、聖カタリナ学園の高等教育の時宜に
応じた教育改革の根底にあり、今日まで継続されて
いるものである。このたび新設された「人間社会学
科」を擁する人間健康福祉学部の目的は、「人間の
ウェルビーイング（幸福）の理念に立脚し、人間の健
康と福祉を追求する『健康福祉社会』づくりに幅広
く貢献できる人材の養成を目的とする教育研究を
行い、あわせてその成果をもって高等教育機関とし
て社会に貢献すること」としている。「人間社会学
科」が本学の高等教育として存在する意味とその使
命を考えることは、まさに本学が今後歩むべき道を
展望するために必要な指標となると思い、三学科設
立までの経緯とその目的をみることにする。
第１の「社会福祉学科」は、本学創立当初の教育理

念を現実として体現し、人類社会の福祉のため、多
くの福祉領域を中心に実践力を持つ有能な人材を
輩出してきた。更に臨床的援助教育にとどまること
なく、施設運営や制度政策に関する広範な福祉行政
関係に適応できるソーシャルワーカーやケアワー
カー、さらには、今後医療関係機関で活躍できる医

療ソーシャルワーカーの育成を目的とする。
第２の「健康福祉マネジメント学科」は、本学の基

本的な福祉の精神を土台とし、すべての人々が質の
高い豊かな生活を維持できるよう健康増進のための
学問的理念の具現化を目指してきた。福祉事業や対
人サービスが重要視される分野、また、運動プログラ
ムや健康指導に必要な学習をとおして多様なフィー
ルドで自ら考え実行できる力を養い健康福祉社会の
実現に貢献できる人材の育成を目的とする。
第３の「人間社会学科」は、社会的存在としての人
間が、現代社会の本質的諸問題に対応する学問分野
の一つとして、本学のよりアカデミックな教育研究
の場として確立する必要性から生まれたものであ
る。キリスト教的人間観に基づき、社会の構造と機
能を研究し、人間の意識や行動の科学的分析、課題
探求能力と対人コミュニケーション能力を培うこ
とによって社会の健全な発展に寄与する人材の育
成を目的とする。
カトリック教会は人間社会における対話の重要
性を常に強調してきた。現実に人間相互の対話が皮
相的であるために、人間疎外の誘因となることを憂
い、「真の対話はより人格的交わりの段階において
完成されるものであり、そのために人間の精神的尊
厳を十分に相互に尊敬することが要求される」（現代
世界憲章23）と指摘している。
おりしも、平成22年度に文部科学省から大学設置
基準の改正案として、次のような指示がなされた。
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大学が新設する「人間社会学科」の意味



「学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び
職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の
実施および厚生補導を通じて培うことができるよ
う、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な
体制を整えるものとする」（第42条の２）。これは、就
業力と人間力を身につけた学生を社会に送り出す
ことも、大学に与えられた重要な使命の一つである
との示唆である。
新設された「人間社会学科」は、まさにこの時代の

要請に応え、本学の教育理念に記されている目標を
明確化し、実行するものでありたいと願っている。
すなわち、「人間は根本的に社会的な存在であり、共
同体の中に生き、相互扶助によって社会は成り立っ
ている。自分のうちに神の似姿を発見することに
よって、人を愛する」という精神性に基づくキリス
ト教的教育研究の学舎と考えている。
本学の学生たちは、社会共同体の中で統一であり
全体である人間として創られた神の計画を理解し、
科学技術時代が生んだ個と社会の間の緊張と断絶
にどのように対応するべきかを学習していく。神は
人間を個別に生活するためではなく、社会を構成す
るよう創造し、すべての人は互いに成員であり、与
えられた種々のたまものに従って互いに奉仕しあ
う存在であることを学ぶ。
現代社会が創造的発想と問題解決能力を有する
人材を求めているのは、社会における人間の存在の
意味を理解し、他者への愛と奉仕の心を持つ自立し
た人間が必要だからである。そのために、本学科は
企業社会系と人間コミュニケーション系の学術研
究を通して、職業人としての基礎的能力、課題を探
求しそれを分析していく能力、組織における人間関
係と人間の相互理解を構築する能力を「愛と真理」

の精神のもとで涵養してゆきたい。
本学は今後人類共同体として国際的課題にも取
り組み、平和と連帯のために世界的視野を持つ人材
の養成が必要であると考える。社会とそこに生きる
人間の悲惨と苦悩という歴史的現実に対して、共感
と理解なくして社会的存在となることはできない
からである。したがって、人間健康福祉学部を構成
する三学科と併設する短期大学部も同じ建学の精
神のもとで、学問的共同体としての教育充実のため
に相互に連携し、それぞれ固有の仕方で啓発しなが
ら、普遍的ヒューマニズムによって英知を結集しな
ければならない。
冒頭に掲げたカトリック大学憲章でもうたわれ
ているように、「あらゆる学問的分野における研究
は、真実の学問的方法と倫理の法則にそむかない限
り、決して信仰に対立することはない。なぜなら、地
上の事物と信仰の事柄は共に同じ神に起源を持つ
ものだからである。」（現代世界憲章36）
それゆえ、「人間社会学科」設置を機会に、本学は
現代社会の課題を全人的な立場から検証しながら、
理性と信仰との調和ある教育体制を整えることが
カトリック大学として課せられた使命と考える。し
かし、日本における本学の歴史はまだ浅く、建学の
精神が社会に深く浸透するために未だ発展途上に
あると謙虚に受け止め、時のしるしを見極め果敢に
教育改革を行いながら将来の展望に備えたいと考
えている。

２

アルベルト・カルペンティール師より砥部焼が寄贈されました。
アルベルト・カルペンティール師はベルギーのアントワープに生まれ、版
画や油絵・水彩画はもとより、世界各国の教会のステンドグラスなど、これ
までに数多くの作品を創作されている世界的に著名な宗教画家です。
ホビノ・サンミゲル学長とカルペンティール師は約30年前から親交があ
り、大学の教育環境整備に役立つならと、2008年に版画や水彩画など約270
点もの作品の寄贈をいただきました。本学では深い感謝を込めて宗教画ギャ
ラリーを開設し、そのうち約60点を展示しています。
2010年10月カルペンティール師から新たに砥部焼が寄贈され、ギャラ
リーに展示いたしました。師の芸術空間に是非お越し下さい。



３

●NSCAジャパン中・四国エリア ディレクターセミナー
７月11日（日）本学サルーテでNSCAジャパン中・四国エリアディレ
クターセミナーが開催されました。米国を本拠地とするThe National 
Strength and Conditioning Association（NSCA）はストレングストレーニ
ングとコンディショニングの実践、傷害予防、および研究結果に関する最
先端の情報を提供する組織で、世界52カ国で30 ,000人の会員を有する団体
です。NSCAジャパンは、その日本支部としてストレングとコンディショニ
ングの普及を目指して活動しています。
当日は、講師に篠田邦彦先生（甲信越地域ディレクター、新潟大学教授）
と米澤和洋先生（中四国地域ディレクター）を招き、講義・実技講習等が行
われ、科学的な検証に基づく知識・技術の講習は会員の他、学生も多く参加
し、貴重な学びの体験をしました。

●保育学科公開講座リカレントセミナー
８月24日（火）に保育学科は、社会人のための再学習の場として「第11回

リカレントセミナー」を開催しました。当日は、県内の幼稚園・保育所・施
設で勤務されている方や、今年３月に卒業して幼稚園・保育所に就職した
卒業生に、現場で役立つ保育の理論や実技を学んでいただきました。

●2010年度大学祭
2010年度大学祭「一期一会～One for all All for one～」が、10月29日

（金）から31日（日）にかけて開催されました。学長の司祭によるミサを皮切
りに、愛媛朝日テレビアナウンサー五月女結さんの講演会があり、展示・
バザー会場では、たこ焼きやうどんなど学生が運営する多数の模擬店が並
び、多くの方がみえられました。その他、聖カタリナホールでパイプオルガ
ン演奏会も開かれました。
ご来場いただいた皆様ありがとうございました。

●聖カタリナ大学個別面談
聖カタリナ大学では、６月19日（土）と11月13日（土）に保護者の方を大学に招き、指導教員と修学状況
や就職・日常生活等について話し合う個別面談を行いました。
個別面談は今後の学生生活がさらに充実するように大学と保護者がコミュニケーションをとることが
できる機会であると同時に、保護者の方にも修学状況を把握していただき、大学と連携しながら、学生をサ
ポートしていくことを目的として実施しています。

●まつやまシニアカレッジ
聖カタリナ大学と松山市社会福祉協議会は、共同企画プロジェクトとし
て「まつやまシニアカレッジ」を開講しています。
これは松山市在住の60歳以上の方を対象に、高齢者向けのカリキュラム
を用意し、知識習得意欲を向上させる機会をもっていただくと同時に、大
学祭に参加するなど学生生活の一端を体験していただこうというもので、
５月14日（金）から11月19日（金）までに10回の講義が行われました。最終
回の講義終了後に閉講式が行われ、ホビノ・サンミゲル学長から修了者へ
修了証書の授与が行われました。

●人間文化研究所公開セミナー「住民参加と地域福祉」
人間文化研究所では、「住民参加と地域福祉」をテーマに平成23年２月11日（金）に人間健康福祉学部教員

の研究報告と、原田正樹先生（日本福祉大学社会福祉学部講師）の講演「地域住民の参画と地域福祉システム
の構築」を予定しています。
お気軽にご来場ください。（参加費無料）

◆◇ St. Catherine News ◇◆



月 日 曜 区 行　　　　　事
4 1 木 前学期開始

大 教授会、選考教授会
短 教授会、人事教授会

3 土 入学式
5 月 オリエンテーション（～4/7）
6 火 人間文化研究所研究紀要編集委員会

ボランティアセンター運営委員会
7 水 入試・募集委員会
8 木 前学期授業開始

会計監査（～4/9）
大 教職課程委員会
生涯学習推進委員会

9 金 大 人事委員会
広報委員会

10 土 短 カタリナキャンプ
14 水 国際交流委員会
15 木 就職委員会
16 金 大 学科会議、選考教授会、臨時教授会

学生生活委員会
21 水 教職員健康診断

大学訪問（平澤市福祉施設従事者）
人間文化研究室所員会

23 金 広報委員会
大 カタリナキャンプ（～4/24）
短 保育学科会議

24 土 理事会
26 月 短 大学評価委員会

大 新任教員研修会
27 火 大 大学評価委員会
28 水 ボランティアセンター運営委員会
29 木 学園創立記念日
30 金 大学訪問（聖カタリナ女子高等学校1年生）

大 人事委員会
大 就職委員会

5 6 木 会計監査（～5/7）
キリスト教研究所所員会

7 金 大 教授会
短 教授会

8 土 大 社会福祉士国試対策講座［4回生］
介護技術講習会（～5/9）

12 水 図書委員会
大 教務委員会

13 木 母をたたえる日
14 金 まつやまシニアカレッジ（開講式）

ボランティアセンター運営委員会
大 学部年間計画協議会
大 学生生活委員会
短 保育学科会議

15 土 社会福祉士国試対策講座［4回生］（～5/16）
介護技術講習会（～5/16）

18 火 奨学生選考委員会
19 水 大学説明会（中村会場）
20 木 大学説明会（高知会場）
21 金 大学説明会（本学会場）

大 選考教授会

月 日 曜 区 行　　　　　事
5 21 金 大 ＦＤ委員会
22 土 社会福祉士国試対策講座［4回生］（～5/23）

理事会・評議員会
25 火 大学説明会（新居浜会場）

国際交流パンフレット作成部会
26 水 大学説明会（八幡浜会場）

ボランティアセンター運営委員会
27 木 大学説明会（宇和島会場）
28 金 まつやまシニアカレッジ

大 社会福祉実習委員会
29 土 社会福祉士国試対策講座［4回生］（～5/30）

後援会役員会
30 日 元気な集落づくり事業
31 月 教育実習［社4・経4］（～6/12）

幼稚園教育実習［保2］（～6/11）
6 1 火 大 介護福祉実習報告会
2 水 短 教務委員会

大学訪問（北条高等学校1年生）
3 木 大 就職委員会

4 金 日本カトリック大学キリスト教研究所連絡協議会
（～6/5）
学生相談室運営会議

6 日 オープンキャンパス①
8 火 予算委員会

国際交流パンフレット作成部会
10 木 大学訪問（北条高等学校2年生）
11 金 まつやまシニアカレッジ

短 保育学科会議
12 土 大 キャリアアップ支援研修（～6/13）
14 月 精神保健福祉援助実習［社4］（～7/2）
15 火 国際交流パンフレット作成部会
16 水 ボランティアセンター運営委員会

大 ＦＤ委員会
17 木 課外活動協議会
18 金 大 教授会

短 教授会
大 社会福祉実習委員会

19 土 大 指導教員と保護者との個別面談
23 水 人間文化研究所研究紀要編集委員会
24 木 短 ＦＤ委員会
25 金 まつやまシニアカレッジ

人間文化研究所フォーラム
人間文化研究所所員会

大 入試・募集委員会
26 土 介護技術講習会（～6/27）

子育て支援セミナー［ぽけっと］
評議員会・理事会
四国インカレ（～6/27）

30 水 ボランティアセンター運営委員会
人事委員会

7 2 金 短 教授会
国際交流委員会
四国インカレ（～7/4）

3 土 介護技術講習会（～7/4）
4 日 社会福祉士国試対策講座［4回生］

◆◇ 平成 22 年度前期行事（H22.4. 1 ～ H22. 9. 30） ◇◆
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月 日 曜 区 行　　　　　事
7 5 月 ボランティアウィーク（～7/10）
6 火 大 社会福祉現場実習連絡協議会

広報委員会
7 水 大 学内福祉就職相談会

大 教務委員会
9 金 まつやまシニアカレッジ

奨学生選考委員会
大 教授会

10 土 ボランティアウィーク（一般公開）
保育学科ぽけっとまつり

11 日 社会福祉士国試対策講座［4回生］
12 月 保育実習Ⅱ・Ⅲ［保2］（～7/26）
13 火 大学訪問［静修高級中学］（～7/15）
14 水 キリスト教研究所フォーラム

人間文化研究所研究紀要編集委員会
16 金 大 社会福祉実習委員会

短 保育学科会議
図書委員会

17 土 オープンキャンパス②
18 日 社会福祉士国試対策講座［4回生］（～7/19）
20 火 国際交流パンフレット作成部会

国 国際交流委員会
21 水 ボランティアセンター運営委員会
22 木 大 就職委員会
23 金 まつやまシニアカレッジ

大 選考教授会
大 大学評価委員会
大 前学期授業終了
人間文化研究所フォーラム

24 土 短 ＡＯ面接（Ⅰ期）
社会福祉士国試対策講座［4回生］
理事会

26 月 大 前期試験（～7/31）
27 火 生涯学習推進委員会
30 金 高大連携計画委員会
31 土 短 前学期授業終了

月 日 曜 区 行　　　　　事
8 1 日 夏季休業（～9/24）
4 水 大 人事委員会

短 教授会
6 金 大 入試・募集委員会

大 教授会、選考教授会
短 保育学科会議

8 日 オープンキャンパス③
9 月 精神保健福祉援助実習［社4］（～9/3）

介護福祉実習［介2］（～9/3）

11 水 社会福祉援助実習［社3､編4､介4､福3､健3］
（～9/10）

12 木 介護福祉実習［介3］（～9/8）
24 火 短 保育学科公開講座リカレントセミナー
27 金 大 ＡＯ面接

短 ＡＯ面接（Ⅱ期）、ＡＯ入試
28 土 介護技術講習会（～8/29）
30 月 短 入試・募集委員会

奨学制度運営委員会
短 教授会
大 経済支援学生選考委員会

31 火 事務職員研修
9 4 土 介護技術講習会（～9/5）
15 水 大 新学科開設発表記者会見
17 金 大 人事委員会

短 保育学科会議
18 土 オープンキャンパス④
22 水 奨学制度運営委員会
24 金 前期末卒業生卒業式

前学期終了
25 土 後学期開始

理事会
26 日 社会福祉士国試対策講座［4回生］
27 月 後学期履修ガイダンス

大 教授会
短 教授会

28 火 後学期授業開始

５

《平成22年5月31日付け》
【退職】
　会計課

事務職員（非） 矢野　悠子 
《平成22年6月14日付け》
【新規採用】
　会計課

事務職員（非） 木 　貴子

◆◇ 人　事 ◇◆

《平成22年10月1日付け》
【配置換】
　総務課（併：教務課） 

主　任 中武　勇人 
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【聖カタリナ大学教授会議題】
H22．4．1　第１回
1 . 平成23年度聖カタリナ大学入試概要について
2. 退学について
3. 休学について
4. 復学について
5. 除籍について
6. 転学科について
7. 聴講生の受入れについて
8. 研究生の受入れについて
H22．4．16　第２回
1 . 平成23年4月人間健康福祉学部学科組織の改編（案）について
H22．5．7　第３回
1 . 平成23年度聖カタリナ大学入試概要の一部変更について
2. 退学について
3. 休学について
4. 復籍について
5. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部における公的

研究費の運営及び管理に関する規程の制定について
H22．6．18　第４回
1 . 復籍について
H22．7．9　第５回
1 . 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部の広報に関す

る規程の一部改正について
2. 聖カタリナ大学研究叢書出版に関する規程の制定について
3. 科目等履修生の受け入れについて
H22．8．6　第６回
1 . 前期末卒業予定者の卒業の認定方法について
H22．9．27　第７回
1 . 前学期末卒業者の認定について
2. 休学について

3. 復学について
4. 退学について
5. 除籍について
6. 聴講生の受け入れについて

【聖カタリナ大学短期大学部教授会議題】
H22．4．1　第１回
1 . 平成23年度聖カタリナ大学短期大学部入試概要について
2. 退学について
3. 復籍について
H22．5．7　第２回
1 . 退学について
2. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部における公的

研究費の運営及び管理に関する規程の制定について
H22．6．18　第３回
1 . 長期履修学生細則の制定について
H22．7．2　第４回
※報告・連絡事項のみ
H22．8．4　第５回
1 . 退学について
2. 前学期末卒業予定者の卒業の認定方法について
3. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部の広報に関す

る規程の一部改正について
H22．8．30　第６回
1 . 平成23年度ＡＯ入試Ⅰ期合格者選考について
H22．9．27　第７回
1 . 前学期末卒業者の認定について
2. 休学について
3. 退学について
4. 除籍について
5. 科目等履修生の受け入れについて

◆◇ 平成 22 年度教授会議題（前期） ◇◆

クラブ名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

なぎなた部

5/2 強化合宿 愛媛県武道館 2

7/4
第65回　国民体育大会なぎなた競技
成年女子の部　愛媛県予選会

三浦工業株式会社　体育館 2 長澤綾 6位、小田明日香 8位

7/17～7/18 大分県合同強化合宿 大分県立大分西高校 1
7/24～7/25 大阪体育大学合同強化合宿 大阪体育大学 2
8/7～8/9 第49回　全日本学生なぎなた選手権大会 福井県立武道館 2 個人：3回戦進出、演技：ベスト16
9/4～9/6 国体選手（補士）強化遠征 熊本県熊本市 1
9/18～9/19 国体選手（補士）強化遠征 山口県下関市 1

10/16
四国ブロック　指導者形研修会・公認審判員
研修会モデル選手派遣

愛媛県武道館 2

11/7 第27回　愛媛県なぎなた秋季大会 北条スポーツセンター 2

剣道部

5/16
第57回　中四国学生剣道選手権大会
第42回　中四国女子学生剣道選手権大会

愛媛県武道館 13
個人：林美咲　全日本女子学生剣道
選手権大会出場決定

5/27～5/31
第55回　西日本学生剣道大会
第25回　西日本女子学生剣道大会

福岡市民体育館　 16
男子団体：2回戦進出、女子団体：3
回戦進出

6/5 第25回　香川近県学生剣道大会 香川大学教育学部 15
男子団体：出場、女子団体：Ａチー
ム優勝、Ｂチーム3位

6/26～6/27 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川大学 13 男子：出場、女子：3位
7/2～7/5 第44回　全日本女子学生剣道選手権大会 日本武道館（東京） 15 出場：林美咲1名
8/17～8/20 夏期合同合宿 赤穂市民総合体育館（兵庫） 14

8/28～8/29
第57回　中四国学生剣道優勝大会
第37回　中四国女子学生剣道優勝大会

岡山市総合文化体育館 16
男子団体：出場、女子団体：準優勝
（全日本女子学生剣道優勝大会出場
決定）、恩田矩美（優秀選手賞）

◆◇ 平成 22 年度 クラブ等 活動状況 ◇◆ H22.12 .1 現在



７

クラブ名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

剣道部

11/11
健康日本21　愛媛県大会のオープニングセ
レモニーでの演武

愛媛県武道館 15

11/13～11/15 第29回　全日本女子学生剣道優勝大会 春日井市総合体育館（愛知県） 11 出場

11/27～11/29 第46回　全日本基督教関係大学剣道大会 立教新座高校（埼玉県） 5
男子個人：田中克弥3位、女子個人：
恩田矩美2位、山畑佳代ベスト8

ダンス部
8/13 松山まつり　「野球拳おどり」の部 松山市内 25 優秀賞「愛媛朝日テレビ賞」受賞
10/31 大学祭　ステージショー 聖カタリナ大学

硬式テニス部
5/28～6/1 春季中国四国学生テニス選手権大会 広島県 10 出場
7/1～7/4 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川県総合運動公園 10 2回戦進出

空手道部（同） 7/2～7/3 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川県 1 男子個人：島崎和典　形の部 優勝
卓球同好会 7/1～7/3 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川県 7 出場

男子バスケットボール部
（同）

5/15～5/16 全四国大学バスケットボール新人大会 松山大学 12 出場
6/6 練習試合 徳島文理大学　香川校 9
6/13 練習試合 徳島文理大学　香川校 9
6/25～6/27 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川県 11 2回戦進出

10/8～10/10
第62回　全日本大学バスケットボール選手
権大会　四国ブロック予選

徳島県 13 出場

フットサル部（同） 7/2～7/4 第61回　四国地区大学総合体育大会 香川県 16 準優勝

クラブ名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数

華道部
（池坊）

6/6
フラワーアレンジメント体験
教室

更生保護施設雄郡
寮

10/30・31 大学祭　展示 聖カタリナ大学

宗教
研究部

4/3 入学式　補助 聖カタリナ大学
5/13 学内ミサ「母をたたえる日」　 聖カタリナ大学
10/29 学内ミサ「大学祭」 聖カタリナ大学

フォーク
ソング部

10/
30・31

大学祭　ROCK　FESTIVAL 聖カタリナ大学

May 
Club
（部）

木曜日
（月2～3回）

手話講師 河野小学校 3～4

7/10
ボランティアウィーク
（手話コーラス）

聖カタリナ大学

10/31 大学祭　ステージショー 聖カタリナ大学

漫画研究
部（同）

10/
30 ・31

大学祭　展示 聖カタリナ大学

大地実り
の会（部）

10/
30・31

大学祭　バザー 聖カタリナ大学

シネマサー
クル（同）

10/
30・31

大学祭　映画上映会 聖カタリナ大学

トトロ（愛）

6/13 動物園 砥部動物園 30
7/10 ボランティアウィーク 聖カタリナ大学
8/7 プール 伊予鉄プール 6
10/2～3 キャンプ（1泊2日） レインボーハイランド 16
10/30 大学祭 聖カタリナ大学

Hand・
Hand
（愛）

7/10
ボランティアウィーク
バザー

聖カタリナ大学

10/
30・31

大学祭　バザー 聖カタリナ大学

Mad 
Clowns
（愛）

4/4 さくら祭り 丸山荘
5/30 ボランティア 総合福祉施設アイル

6/20
北条地区まちづくり協議会設
立総会イベント参加

北条小学校　体育館

7/23 イベント参加 南高井病院
7/31 夏祭りイベント参加 正岡公民館
7/10 ボランティアウィーク 聖カタリナ大学

8/1 夕涼み会
聖カタリナ大学短期
大学部附属幼稚園

8/28 盆踊り大会 くすのき園

クラブ名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数

Mad 
Clowns
（愛）

8/28 夏祭り
グループホームア
トラス馬木

8/31 児童クラブ　ボランティア 立花小学校
9/4 イベント参加 塩見保育園
10/31 大学祭　ステージショー 聖カタリナ大学
11/3 文化祭 聖カタリナ女子高校
11/6 ボランティア ハピネス椿

11/6・
11/7

イベント参加
ホ ー ム セ ン タ ー
コーナン

11/21 社会福祉大会 久万高原町
演劇部 8/15 公演「長崎の鐘」 修道院聖堂 3

Honey's
（愛）

7/10
ボランティアウィーク
バザー

聖カタリナ大学

10/
30・31

大学祭　バザー 聖カタリナ大学

琴部 10/31 大学祭　ステージショー 聖カタリナ大学

はっぴー
デザイン
研究会
（愛）

10/15
TFTドネーション自動販売機
設置＆オープニングイベント

聖カタリナ大学

10/16 世界食料デーイベント 愛媛大学 7

学生
ボラン
ティア
セン
ター

4/3 松山春まつり 松山市街 5
4/12・13 学内募金（チリ） 聖カタリナ大学 20

5/8
ピクニック de ボランティア
（4－Rings）

道後公園 20

5/23
ボランティア（愛媛県障害者
スポーツ大会）

愛媛県総合運動公
園

40

6/19 ボランティアガイダンス 松山市総合福祉センター 8

7/5～
7/10

ボランティアウィーク 聖カタリナ大学

9/25
～26

全国ボランティアフェスティ
バル

広島県 4

10/16
松山市みんなの生活展（4－
Rings）

松山市街 4

10/23
ボランティア啓発研修（4－
Rings）

松山大学 8

10/
30・31

大学祭　展示・レクリエー
ション

聖カタリナ大学



　本大学に赴任して半年が過ぎました。今まで西
日本に住んだことがありませんでしたので生活
に多少不安がありましたが、松山は不便なく過ご
せる場所でとても快適です。赴任前は理学療法士
として病院で勤務しておりましたので、教壇に
立ち本当にやっていけるのかと心配でした。しか
し、いざ大学での仕事がスタートすると不安を感
じる間もなく必死の日々を過ごしております。本
学の学生は素直で明るい学生が多く楽しい毎日
で、私のゼミ生も笑顔が絶えず明るい雰囲気の中
で勉学を進めています。
　私は今まで高齢者の健康づくりについて研究
を行ってきました。医療費が高騰している昨今、
元気な高齢者を１人でも多く増やすことが目標
です。体力の低下により介護が必要な状態になら
ないように高齢者の方も日頃から運動すること
が必要です。また、リハビリが必要になったとし
ても毎日少しでも身体を動かすことが大切です。
私は体育大学の学生の時、健康運動実践指導者養
成コースに在籍し、運動は競技スポーツ選手だけ
でなく一般の人々の健康づくりに非常に重要で
あると学びました。本学健康スポーツマネジメン
ト専攻も健康運動実践指導者認定校であるため
学生には是非資格を取得してもらいたいと思っ
ています。大学院では、後期高齢者のグループを
対象に運動指導を行いました。人間は90歳を過ぎ

８

てもトレーナビリティ（トレーニングの有効性）
が存在することを運動指導という実践を通じて
改めて学びました。
　理学療法士として臨床に従事していたときに
は、片麻痺の方のリハビリテーションを通じて、
歩くという動作がどれだけ高度な人間の移動手
段であるかということを学びました。障害を持っ
た方は日常生活動作（ADL）の低下をきたすこと
もありますが、日々のリハビリにより残存機能を
維持することができるかどうかでその後の生活
の質（QOL）に大きな影響を与えます。また、入院
患者の方が退院されるときには、本人及びご家族
と一緒に自宅に伺って、介護保険による住宅改修
などの検討も行ってきました。今後、臨床現場で
患者様から学ばせて頂いたことをリハビリテー
ションの授業で学生に伝えていきたいと思って
います。
　私の研究室では、ゼミ生が福祉住環境コーディ
ネーターや健康運動実践指導者の資格取得に向
け日々勉強しております。学生には資格を取得
し、卒業後は現場で対象となる方とのコミュニ
ケーションを通じて、多くのことを素直に学べる
専門家に育ってもらいたいと願っています。

聖カタリナ大学・短期大学部学報
〒799-2496　松山市北条６６０
ＴＥＬ．089 － 993 － 0702( 代 )
http://www.catherine.ac.jp

編集・発行
聖カタリナ大学

聖カタリナ大学短期大学部
広　報　委　員　会

聖カタリナ大学
人間健康福祉学部講師　丸山　裕司

◆◇ 研究室探訪 ◇◆


